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議  事  録 

 

業務件名 須崎市公共下水道施設等運営事業 

日  時 令和 7 年 9 月 26 日（金） 自 13：30 ～ 至 14：00 

出 

席 

者 

須崎市上下水道課 4 名 

須崎市環境未来課 4 名 

（株）クリンパートナーズ須崎（以下 CPS） 8 名 

 

打合せ場所 須崎市役所会議室 記録作成者 CPS 

資

料 
・令和 7 年 8 月度すさき家パートナー会議資料（CPS） 
 

打合せ事項、対策・合意事項等 

令和 7 年 8 月度すさき家パートナー会議 
 
1.出席者を確認した。 
 
2.今月のセルフモニタリングのチェック項番 
・セルフモニタリング会議で確認したチェックリスト項番を確認した。 
 
3.経営に関する業務 
・8 月度の財務状況を確認した。 
・法令順守、情報公開に関して、特に問題が無いことを確認した。 
・須崎市と CPS との共同支出による終末処理場トイレの洋式化工事が 8 月 29 日（金）に完了した 

ことを確認した。CPS で設置した洋式トイレは、市へ寄附予定である。 
 
4.汚水管きょ 
・降雨後の巡視は、日降水量 100mm 以上を目安に実施しており、8 月は 10 日（日）から 11 日 
（月）の連続雨量 50.5mm の記録が最大であったため、大雨後の巡視を実施しなかったことを確認 

した。 
・31 人孔の巡視・点検を行った。経年劣化が見られる箇所が数か所あり、今後も引き続き点検、巡 
 視を行っていくことを確認した。修繕推奨項目リストは前月から変更なし。 
・人孔番号 186(S64)のクラックは、新たに生じたものではなく、初期欠損である可能性が高く、緊 

急性は低いことを確認した。 
・汚水管きょ 2 箇所については、修繕工事発注済であることを確認した。 
 

 
（次項へ続く）                                    
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打合せ事項、対策・合意事項等 
5.雨水管きょ 
・8 月度は 20 人孔の巡視、点検を行った。経年劣化が見られる箇所が数か所あり、今後も引き続き 

点検、巡視を行っていくことを確認した。 
・修繕推奨項目リストは前月から変更なし。 
 
6.終末処理場 
・水質分析室排風機（FE-3）の吸込風速がウォーターバス上部で、0.15～0.30m/s 程度であったが、 

排風ダクトの開度調整を行った結果、吸込風速が 0.4～0.5m/S まで上昇したことを確認した。 
・エネルギー削減に向けた取り組みとして、生物膜ろ過施設の省略化を実施した結果、27％の電力 

削減となったことを確認した。 

・脱水機室の前室とホッパー室の前室に火災報知器の設置を行うか現在調査中であることを確認し 

 た。 

 

7.クリーンセンター横浪 
・資源ライン基幹改良工事のためペットボトル及び缶（アルミ、スチール）を業者に搬出中である。 
・1 日、19 日に破砕鉄の搬出を行った。 
・18 日に白ビンの搬出を行った。 
・浸出水処理施設の汚泥貯留槽汚泥引抜清掃作業は、例年 3 月に実施しているが、スケールが固く 

なり、汚泥が引抜きにくくなるため、今年度は 1 月頃に実施予定であることを確認した。 
 

8.漁業集落排水処理施設 
・5 施設の対象施設のうち戸島を除く 4 地区は 8 月 16 日、及び 28 日、戸島地区は 16 日に保守点 

検を実施したことを確認した。 
 
9.雨水ポンプ場 
・要求水準書に定められた項目に従って保守点検を実施したことを確認した。 
 
10. その他連絡事項 
・次回すさき家パートナー会議の日程を確認した。 
・次月度の会議から、須崎市はペーパーレス化を推進しているため、各自がパソコンを持参する。 
（紙媒体資料の配布を廃止） 

以上 
 

 
 
 
 
 
 

 
 



 
 

 

 

 

須崎市公共下水道施設等運営事業 

すさき家パートナー会議資料 
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1 出席者 

団 体 所 属 出席者 

須崎市 
上下水道課 4 名 

環境未来課 4 名 

（株）クリンパートナーズ須崎 

取締役 2 名 

企画管理部 
調査計画部 

3 名 

施設管理部 3 名 

 
 
2 開催場所、日時 

 
場所：須崎市役所会議室 

 
日時：令和 7 年 9 月 26 日（金）13 時 30 分～ 
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3 セルフモニタリングについて 

今月度のセルフモニタリングは、表 3.1 に記載の各項目内容を 9 月 17 日に確認した。（確認

チェックリストは末尾に添付。） 
 
 

表 3-1 セルフモニタリング確認表 

種  別 項  目 確認チェックリスト項番 

経  営 

第三者への委託 1-3、1-5 

財務状況 1-6、1-7、1-8 

内部統制 1-11、1-13、1-14 

情報公開 1-16 

技術管理 1-17 

維持管理 

リスク管理 2-3、2-4 

汚水管きょ 2-13 

終末処理場 2-15、2-27、2-40、2-45、2-46、2-48 

漁集処理場 漁-1、漁-2、漁-3、漁-4、漁-5、漁-10 

クリーンセンター横浪 CC-4、CC-5、CC-6、CC-7、CC-9 

雨水ポンプ場 雨 P-1、雨 P-2、雨 P-6、雨 P-7 

雨水管きょ 雨管-4、雨管-5、雨管-8、雨管-10 
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4 経営のモニタリング結果（令和 7 年 8 月度） 
4.1 財務管理 

1) 収支結果（令和 7 年 8 月度） 

・8 月度の単月収支実績を示した。 
） 

 
4.2 内部統制 

1) 法令順守 

・現段階において法令に違反するような事項は確認されていない。（特に就業表にて労

働基準法違反等がないかを確認。） 
 

4.3 情報公開 

・株式会社クリンパートナーズ須崎（以下、「ＣＰＳ」）のホームページに、過去の定

例会の概要（議事録）や施設の維持管理状況（放流水質等）を掲載している。 
 
4.4 その他 

・須崎市とＣＰＳとの共同支出による終末処理場トイレの洋式化工事が 8月 29日（金）

に完了した。今後、ＣＰＳで設置した洋式トイレは市へ寄附予定。 
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5 維持管理のモニタリング結果（令和 7 年 8 月度） 
以下に、8 月度の維持管理状況のモニタリング結果を示した。 
確認はチェックリストにより行い、確認資料の抜粋編を以下に記載した。 
※詳細な内容は別添の各施設管理月報、日報資料参照。 

 
5.1 汚水管きょ 

汚水管きょの維持管理は、ストックマネジメント計画等を基にし、重要路線及びその他

路線上の緊急度Ⅱと判定された汚水管きょ前後の人孔及び管口部の点検調査を優先的に

行う。 
 
 

表 5-1 点検・調査集計表 
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参考：ストックマネジメント計画 

図 5.1 緊急度分布図（汚水） 
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1) 大雨時の巡視 

降雨後の巡視は、日降水量 100mm 以上を目安に実施しており、8 月は 10 日（日）から 11
日（月）の連続雨量 50.5mm の記録が最大であったため、大雨後の巡視を実施しなかった。 

 
参考：ストックマネジメント計画 

図 5-2 大雨後の巡視位置図（番号は写真番号） 
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2) 管きょの巡視・点検 

汚水管きょの維持管理は、ストックマネジメント計画等を基にし、重要路線及びその他路

線上の緊急度Ⅱと判定された汚水管きょ前後の人孔及び管口部の点検調査を優先的に行う

ことを基本方針とする。 
8 月度の実施数量は、表 5-2 のとおりである。 

 
表 5-2 巡視・点検実施数量 

 
 

人孔 下流管渠 下流管渠 マンホール マンホール蓋

レコードID レコードID 延長(m) （箇所） （箇所）

181 176 S50 重要路線・緊急度Ⅲ VU250 40.70 1 1

182 177 S51 重要路線・緊急度Ⅲ HP250 64.50 1 1
183 178 S57 その他路線・緊急度Ⅲ VU200 15.50 1 1

184 179 S58 その他路線・緊急度Ⅲ VU200 16.50 1 1

185 180 S59 その他路線・緊急度Ⅲ VU200 18.50 1 1
186 181 S64 重要路線・緊急度Ⅲ VU200 34.90 1 1

187 182 S52 重要路線・緊急度- HP250 47.40 1 1

188 183 S65 重要路線・緊急度- VU200 7.20 1 1

231 227 S259 その他路線・緊急度Ⅲ VU200 36.20 1 1
318 319 S60 重要路線・緊急度- VU200 11.00 1 1

319 320 S61 重要路線・緊急度Ⅲ VU200 17.50 1 1

320 321 S62 重要路線・緊急度- VU200 3.90 1 1

321 322 S63 重要路線・緊急度- VU200 45.85 1 1
324 325 S170 重要路線・緊急度Ⅲ VU200 30.15 1 1

325 326 S171 重要路線・緊急度Ⅲ VU200 15.90 1 1

326 327 S172 重要路線・緊急度Ⅱ VU200 32.00 1 1
327 328 S173 重要路線・緊急度Ⅱ VU200 47.90 1 1

344 340 S82 重要路線・緊急度- VU200 3.55 1 1

347 354 S54 重要路線・緊急度Ⅲ VU200 23.70 1 1

358 353 S53 重要路線・緊急度Ⅲ VU200 40.55 1 1
359 355 S55 重要路線・緊急度Ⅲ VU200 73.15 1 1

360 356 S56 重要路線・緊急度Ⅲ VU200 69.30 1 1

361 357 S85 重要路線・緊急度- VU200 7.50 1 1
362 358 S86 重要路線・緊急度Ⅲ VU200 56.90 1 1

363 359 S87 重要路線・緊急度Ⅲ VU200 45.40 1 1

364 360 S88 重要路線・緊急度Ⅲ VU200 57.05 1 1

365 361 S89 重要路線・緊急度Ⅲ VU200 8.30 1 1
366 362 S90 重要路線・緊急度Ⅲ VU200 29.85 1 1

367 363 S91 重要路線・緊急度- VU200 5.30 1 1

368 364 S92 その他路線・緊急度- VU200 9.50 1 1

369 365 S93 その他路線・緊急度- VU200 12.80 1 1

管種・管径実施日 人孔番号 分類

2025/8/19
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表 5-3 マンホール点検及び調査における判定基準 
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図 5-3 全体位置図 

 

参考：国土地理院 電子国土 web 

 



 
 

10 
 

 

 
図 5-4 対象路線位置図 
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〇巡視結果 
以下に巡視・点検の結果ランク B(b)以上の異状箇所写真を示す。 

マンホール本体 

186(S64)直壁クラック   

 

  

 
3) 道路異状箇所 

8 月度の巡視・点検では著しい異状箇所は無かったため、写真の添付を省略する。 
〇巡視点検結果による考察 

経年劣化による覆蓋の発錆の異状が確認されたため、引き続き、巡視、点検を行っていく。 
上記点検結果を踏まえ、異状箇所の一覧を表 5-4～表 5-5 に示す。 

 
表 5-4 人孔異常項目リスト 

 

表 5-5 人孔ふた異状項目リスト 

 
 
 
 

調整部
足掛金

具
イン

バート
全体

流下状
況

調
整
部
の
状
況

腐
食

破
損

ク
ラ

ッ
ク

隙
間
・
ズ
レ

浸
入
水

樹
木
根
侵
入

腐
食

破
損

ク
ラ

ッ
ク

隙
間
・
ズ
レ

浸
入
水

樹
木
根
侵
入

腐
食
・
劣
化
状
況

イ
ン
バ
ー
ト

状
況

臭
気

油
脂
・
モ
ル
タ
ル

・
土
砂
等
の
堆
積

状
況

汚水 186 2025/08/19 B

斜壁 直壁（管口部含む）

排除区分 マンホール番号 点検日

路面

路
面
状
況

ふ
た
違
い

・
ガ
タ
ツ
キ

ふ
た
の
損
傷

・
劣
化

ふ
た
の
摩
耗

ふ
た
の
錆

汚水 186 2025/08/19 C

汚水 187 2025/08/19 C

汚水 188 2025/08/19 C

汚水 324 2025/08/19 C

汚水 327 2025/08/19 C

汚水 359 2025/08/19 C

汚水 361 2025/08/19 C

汚水 365 2025/08/19 C

ふた・受け枠

排除区分 マンホール番号 点検日
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4) 修繕・改築計画 

ストックマネジメント計画等で修繕・改築を推奨する施設は、管きょ 4 箇所、人孔 2 箇所、人

孔蓋 3 箇所である。 
管きょ 5-0-1a 及び 5-0-10 については、修繕工事発注済であり、令和 8 年 1 月までに工事完了予

定である。 
 

表 5-6 令和 7 年度修繕推奨項目リスト 

 

 
表 5-7 過年度の修繕履歴一覧（汚水管きょ） 

 
 

  

委託業務の名称

提案月
異状
程度

状　　態 完了日 備　　考

2017/12 Ａ 管渠 5-0-1a S10～S9 VU300 56.0m 浸入水a 噴出している 止水：部分更生orスナップロック工法

2017/12 Ａ 管渠 5-0-10 S30～S29 FRPM200 40.5m 浸入水a 噴出している 取付管止水：取付管接合部更生工法

2017/12 Ａ 管渠 5-6-1a S125～S124 VU200 18.0m 浸入水a 噴出している 取付管止水：部分布設替え工法
2017/12 Ａ 管渠 5-10-1 S175～S174 VU200 26.0m 破損a 軸方向クラック 部分布設替え工法
2017/12 Ａ 人孔 S188 1号マンホール 浸入水a 噴出している 管口部止水：接着補強型止水工法

2017/12 Ａ 人孔 S371 1号マンホール 浸入水a 噴出している 管口部止水：接着補強型止水工法

2017/12 Ａ 人孔蓋 S148-5 小口径φ200直接蓋 開閉不可 改築：蓋取替
2017/12 Ａ 人孔蓋 S148-10 小口径φ200直接蓋 開閉不可 改築：蓋取替

2025/1 Ａ 人孔蓋 156(S337) 1号マンホール 受枠破損 改築：蓋取替

令和7年度　須崎市公共下水道管渠運営業務　修繕推奨項目

 異状箇所

備　　考

異状の程度の判定基準

　　Ｓ ： 不具合を生じている、または生じる可能性が高く、早急に実施を要求するもの

　　Ａ ： 不具合の可能性があり、流下能力やマンホール機能に対する影響が大きく１年以内を目処に実施を要求するもの

　　Ｂ ： 流下能力やマンホール機能に対する影響があり、今後２～３年以内に実施を要求するもの

　　Ｃ ： 直ちに流下能力やマンホール機能に影響する可能性が低く、５年程度内に実施を要求するもの

年度 修繕完了月 対象箇所 推奨内容

令和3年度 2021/10 S357 1号マンホール 管口部止水：接着補強型止水工法

令和4年度 - - -

令和5年度 - - -
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5.2 雨水管きょ 

雨水管きょの維持管理は当面、市が重要な管きょとして指定している重点路線の巡視・点検調

査を優先的に行う。（図 5-5 位置図の赤色路線） 
また、その他の管きょ（暗渠のみ、図 5-5 位置図の青色路線）についても巡視・点検を行う。 
 

表 5-8 点検・調査の重点路線 
排水区の名称 幹線、ポンプ施設の名称 

多ノ郷排水区 
西崎第 2 幹線 

終末処理場内ポンプ場の流入渠 

大間排水区 大間ポンプ場の流入渠 

山下排水区 山下幹線 

朝ヶ谷排水区 朝ヶ谷幹線 

須崎排水区 須崎ポンプ場の流入渠、放流渠 

須崎西部排水区 須崎西部ポンプ場の流入渠 

浜町排水区 浜町ポンプ場の流入渠 

 
マンホール点検の判定基準は、下水道維持管理指針（実務編）2014 年版の内容を踏襲する。 
下水道維持管理指針（実務編）2014 年版を表 5-9 に示す。 
 

 表 5-9 マンホール点検及び調査における判定基準  
 

Aランク Bランク Cランク

路面状況
舗装版にｸﾗｯｸや欠けがあり、通
行に支障を来たす

段差が生じている、擦付けが悪く
水がたまる

蓋上部に水がたまる、道路との擦
付けが悪い

蓋違い，ガタツキ 開閉できない ガタツキがある ―

蓋の破損・劣化 蓋・受け枠にｸﾗｯｸや欠けがある ― ―

蓋の摩耗
表面がつるつるして通行に支障を
きたす(車歩道部の蓋溝高さ2mm
以下)

摩耗が大(車道部の蓋溝高さ:2～
3mm以下)

摩耗が小(車道部の蓋溝高さ:2～
3mm以上)

蓋裏の錆 ― 多量発錆 少量発錆

調整部 調整部状況
調整モルタル及びリングが破損・
欠落

調整リング及びリングのズレ
調整モルタル及びリングのずれ・
クラック

腐食 鉄筋露出 骨材露出 表面の荒れ

破損 欠落・陥没 全体に亀裂 軽微な破損（A・B以外）

クラック
全体がクラック（人孔全周、幅
5mm以上）

部分的にクラック（人孔半周、幅2
～5mm）

軽微なクラック（幅2mm未満）

隙間・ズレ 全体が脱却 一部が脱却 わずかの隙間・ズレ

浸入水 噴き出ている状態 流れている状態 にじんでいる状態

木根侵入 内径の50％以上 内径の10～50％ 内径の10％未満

腐食 鉄筋露出(表面pH：1程度) 骨材露出(表面pH：3未満)
表面の荒れ(表面pH：3以上5以
下)

破損 欠落（陥没） 全体に亀裂 軽微な破損（A・B以外）

クラック
全体がクラック（人孔全周、幅
5mm以上）

部分的にクラック（人孔半周、幅2
～5mm）

軽微なクラック（幅2mm未満）

隙間・ズレ 全体が脱却 一部が脱却 わずかの隙間・ズレ

本管突出・抜出し
100mm以上突出・抜出しがあり、
流下に支障をきたす

50mm以上突出・抜出しがあり、
流下に支障をきたす

50mm未満突出・抜出しがあり、
流下に支障をきたす

浸入水 噴き出ている状態 流れている状態 にじんでいる状態

木根侵入 内径の50％以上 内径の10～50％ 内径の10％未満

たるみ 内径の3/4以上 内径の1/2～3/4 内径の1/2未満

足掛金物 欠落している 鉄筋が細くなっている 錆の発生

ｲﾝﾊﾞｰﾄ インバートがない 部分的な破損 ―

その他 臭気 常に発生 使用ピーク中に発生 季節的に発生

油脂・ﾓﾙﾀﾙ･土
砂等の堆積状況

管径の1/3以上の付着 管径の1/3～1/10の付着 管径の1/10未満の付着

マ
ン
ホ
ー
ル

斜壁

直
壁

（
管
口
部
含
む

）

付帯物

流下状況

部位 異常項目
判定基準

蓋
及
び
路
面

路面

蓋
受枠
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図 5-5 全体位置図 

  

凡 例 

 事業計画区域 

供用開始済 

雨水管きょ 

（ 開 渠 除

く) 

赤線 

(重要な管

きょ) 

幹線管きょ、

ポンプ場流入

渠、放流渠 

青線 

その他の管き

ょ 

(暗渠) 

下水道事業計画一般平面図（雨水） 

：今回点検箇所 
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1) マンホール内目視確認業務 

8 月度の巡視・点検は、図 5-6～図 5-7 示す路線のマンホールの巡視を実施し、実施数量は、

表 5-10 のとおりである。 

 
表 5-10 巡視・点検実施数量 

 
  

人孔 下流管渠 下流管渠 マンホール
レコードID レコードID 延長(m) （箇所）

468 531 27-R5 その他路線・緊急度- BOX 29.50 1
469 475 27-R6 重要路線・緊急度- CP 33.70 1
470 476 27-R7 重要路線・緊急度- CP 19.35 1

470-1 不明 27-R7-1 不明 不明 不明 1
474 646 26A-R1 重要路線・緊急度Ⅱ HP 58.90 1
475 647 26A-R2 重要路線・緊急度Ⅲ CP 93.40 1

475-1 不明 26A-R2-1 不明 不明 不明 1

476 532 26A-R3 重要路線・緊急度Ⅱ HP 46.40 1
479 526 26A-R6 その他路線・緊急度- BOX 127.98 1
673 528 27-R2 重要路線・緊急度- BOX 131.35 1
674 529 27-R3 重要路線・緊急度- BOX 65.00 1

675 530 27-R5 重要路線・緊急度- BOX 64.80 1
677 968 27-R9 重要路線・緊急度- CP 111.24 1
679 486 27-R10 重要路線・緊急度- BOX 122.00 1
680 484 27-R11 その他路線・緊急度- BOX 7.81 1

682 482 27-R13 重要路線・緊急度- BOX 55.40 1
683 481 27-R14 重要路線・緊急度- BOX 53.00 1
684 480 27-R15 重要路線・緊急度- BOX 10.00 1
1140 614 不明 その他路線・緊急度- BOX 20.70 1

1141 615 不明 その他路線・緊急度- BOX 57.05 1

2025/8/28

分類実施日 人孔番号 管種・管径
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参考：国土地理院 電子国土 web 

図 5-6 対象マンホール位置 1/2 
 
















































